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ネズ爺

ハテニャン

Vol.13　フィリップスネジ

爺：今回は興味深い発明じゃゾ。
ハ：え～！？　ネズ爺～、コレはそこらへんにある、ただのプラスネジじゃないですか。

前回までのジェットエンジンの発明とは、すごくギャップがありますニャ～。
爺：まぁ、そう言うでない。だてに特許された発明ではないのじゃよ。
ハ：う～ん……。それじゃ質問です。このプラスネジの前に、従来技術として既にマイナ

スネジがあったんですよね？
爺：そうじゃ。マイナスネジは15世紀には存在したからな。従来技術というより、この

プラスネジのご先祖さまといったほうがいいぐらいじゃ（笑）。
ハ：うわッ、進歩性さえ怪しい発明じゃないですか！

今回の特許公報：
プラスネジの改良

米国特許第 2,046,343 号
発明の名称：SCREW
発明者：Henry F. Phillips
出願日：1934 年 07 月 03 日
登録日：1936 年 07 月 07 日

味のある発明じゃ。

なんとも心ときめかない
発明だニャ～
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２．プラスネジの作用効果とクレーム

爺：仮に自動車１台の製造に使用するネジの数を3000個
としよう※６。ドライバーの心出しが容易でネジの取
り付け時間を１秒節約できたとすれば、１台当たりの
時間を3000／60＝50分短くできる計算じゃ。

ハ：１時間近くとなるとばかにできませんね。分かりまし
た！　このプラスネジの発明のポイントは回転中心
に集中する傾斜した溝にあるということですね！

爺：……と、思うじゃろ？　フェイントじゃ（笑）。
ハ：うわッ！？　なんですかそれ！
爺：現場100回じゃ。クレームを見てみるぞ。

ハ：複雑な表現ですが、つまり底溝（４）も側壁（７）の両方
が傾斜しているということですね。

爺：そうじゃ。心出しだけなら側壁（７）の傾斜をクレーム
する必要はない。実は、次の先願があったのじゃよ。

ハ：これもプラス形ですね。じゃ、ポイントって何だろう？
爺：これはトンプソンネジ（Thompson Screw）というの

じゃが、この特許出願はある重要な効果を見落として
いたのじゃ。ヒントは駆動式ドライバーじゃ。

ハ：んん？　ますます分からニャイ……。
爺：情けないのう……。ネジが所定の深さまでねじ込まれ

て、ネジの回転が止まったらどうなる？
ハ：駆動式ドライバーは手回しのドライバーと違って、急

には回転を止められないですよね。おぉ～！　そう
か、駆動式ドライバーがさらに回り続けると、ネジ孔
の傾斜している側壁（７）がガイドになって、駆動式ド
ライバーを外へ押し出すんですね。

爺：ご名答じゃ。ネジの回転が止まると、ネジはそれ以上
の回転力を受け取らない。じゃから、必要以上にネジ
がきつく閉まってしまうのを防止できるし、駆動式ド
ライバー側の過大な負荷も回避できるわけじゃ。

ハ：にゃるほどなぁ。
爺：明細書には次の効果が記載されておる。

ハ：ニャ？　効果は書いていないものの、よく見るとトン
プソンネジのネジ孔も傾斜溝（13）を持ってますよ。

爺：ハハハ。だから本件ネジの発明者ヘンリー・フィリッ
プスはトンプソンネジの権利も買い取ったんじゃ※７。

ハ：なんて用意周到な！　両特許を束にして使ったのです
ね。で、肝心のビジネスは成功したんですか？

爺：特許された1936年にGM（General Mortors）が最初に
採用※８、その後２年間でほとんどの米国の自動車会社
の組み立てラインで使われるようになったのじゃ※９。

ハ：へー！　それは大成功ですね。

Comments

※６）�電気溶接が使われていない当時の自動車では、ネジの使用数はもっと多かったかもしれない。
※７）�トンプソンネジの特許公報（US1908081）には、権利の譲受人としてヘンリー・フィリップスの会社が掲載されている。
※８）�発明者ヘンリー・フィリップスは、技術者でビジネスマンではあったが、自らがネジメーカーではなかった。彼はネジメーカーに採

用を断られたが、くじけることなくGM傘下のキャデラックに直接このネジを売り込み、同社がその効果を認めて最初に採用した。
その後、多くのネジメーカーがライセンスを受け、プラスネジは瞬く間に米国の自動車会社で使用されることとなった（『ねじとね
じ回し』〈※４〉、p.98）。

※９）�一方、戦後まで、米国以外ではプラスネジは普及していないようにみえる。筆者は大戦中の軍用機の細部写真を数多くチェックした
が、日本やドイツのみならず英国の機体もすべてにマイナスネジが使われており、プラスネジが使われているのを発見できなかった。

A screw having a head, a tool receiving recess formed 
in the head of the screw, said recess comprising a 
plurality of radially disposed tool receiving grooves, 
each groove comprising a bottom wall Joining two 
side walls, the junction of said side walls with said 
bottom wall forming parallel corner edge, the said 
bottom walls on said grooves tapering toward each 
other and toward the longitudinal axis of the screw, 
and the said side walls of adjacent grooves intersecting 
along lines extending inwardly from points of origin 
on the surface of the screw head toward the 
longitudinal axis of the screw.

ネジであって、次を有する。頭部（２）、該頭部に形
成される道具受け凹部（３）であって複数の放射状の
道具受け溝を有する、該溝は２つの側壁（７）が結合
した底溝（４）であって前記側壁と底溝との連結部は
平行な角部を有する、それぞれの溝の前記底溝（４）
は互いに向かい且つ前記ネジの長手方向に向かって
先細となり、隣り合う溝の前記側壁は、ネジ表面の
原点からネジの長手方向の中心軸に沿って内側に伸
びる線に交差する。（符号は筆者、28頁の図面参照）

手動式ドライバー、あるいは駆動式ドライバーによっ
てネジにいかなる負荷が与えられようとも、ネジと
ドライバーの間にしっかりした固定と安定を提供す
る。（明細書第１頁左欄、第37～42行目欄）

US1908081「Screw Driver」特許1933年

両者回転 ネジ停止 ドライバー押し出し
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３．プラスネジと第二次世界大戦

爺：まさにフィリップスの狙いどおり、プラスネジと駆動
式ドライバーの相性は非常に良かったのじゃ。さて、
ここで質問じゃ。ハテニャンは第二次世界大戦中に
GMが飛行機を造っていたのを知っておるか？※10

ハ：自動車会社が飛行機を製造したのですか？
爺：GMが造ったのは、次の機体じゃ。米海軍において

FM-1とFM-2という、独自の形式名を取得しておる。

ハ：あれれ？　これは、前に出てきたグラマン社のF4Fワ
イルドキャットですよね（2015年３月号参照）。

爺：うむ。FM-1は同社のF4F-4と同一の機体じゃが、
FM-2は同機を再設計した別の機体なんじゃよ。

ハ：ホントだ。垂直尾翼が高くなってるニャァ。
爺：軽量エンジンに換装した飛行甲板の小さい護衛空母に

搭載する哨
しょうかい

戒用の機体じゃ。彼らは、ニュージャージー
州の休止していた自動車工場を使って飛行機製造を請
け負ったのじゃ※11。次の２枚の写真を見てもらおう。

ハ：あれ？　両者の製造方法が違うような……。右のGM
の工場はまさに自動車の組み立てラインですニャァ。

爺：航空機会社と自動車会社。工場の雰囲気を比べると両
者のモノづくりの違いが分かって面白いじゃろう。

ハ：ホントですね。ん？　ということは、GMが造った飛
行機にも本発明のネジが使われているのですか？※12

爺：よくぞ気づいた！　下はFM-2の機銃口の写真じゃ。

ハ：ホントだ。プラスネジが使われていますね。やはり
GMの工場の生産効率は良かったのでしょうか？

爺：ワイルドキャット全形式の生産数は7815機。そのう
ちGMが作ったFM-1、FM-2は合計で5920機じゃ※13。

ハ：わぁ！　このネジが貢献したのかもしれませんね※14。

Comments

※10）第二次世界大戦中の米国企業の軍需契約高は、GMが１位であった（『フォード（下）』、R.レイシー著、新潮文庫、p.97）。
※11）�工場のあった場所はニューヨーク・マンハッタンからイーストリバーを渡った、対岸のリンデン市であった。GMはワイルドキャッ

トの他にTBMの形式名で、グラマンTBFアベンジャー雷撃機を製造した。
※12）�整備で取り外しが必要な部品はマイナスネジで固定、取り外しが不要な部品はプラスネジで固定といった具合に使い分けているよう

にみえる。ヨーロッパへ渡った場合、プラスドライバーがない同地の整備現場では、取り扱いが困難になるためではないかと想像する。
※13）�当初、GMは自動車製造には使わない材料であるアルミニウムの扱いに苦労したが、いったん製造が軌道に乗ると、記録的な生産数

となった（『WWII American Aircraft production』、Joshua Stoff著、Dover出版、p.119） 。
※14）プラスネジは、グラマン社、ノースアメリカン社、リパブリック社でも使われていたのを当時の写真で確認できる。
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